
波多コミュニティ協議会
(島根県雲南市掛合町波多地区）



出雲市●

雲南市

島根県

●松江市

●雲南市役所

●掛合総合センター（支所）

●雲南市役所まで・・・約３６ｋｍ
●最寄りの支所まで・・・約１６ｋｍ

波多地区の位置



※同じ場所に複数施設等がある場合は、番号が重なっている。
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波多地区の地図



※ 明治 4 年、 昭和 34、 37、 57 年は掛合町史を、 平成 22 年は 12 月時点の住民基本台帳を、 それ以外は国勢

調査を参照。ま た平成 27 年以降の値（ 図の点線部分） は、島根県中山間地域研究センタ ーの推計によ る 。 
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３４８人 １５５世帯 ４９.７１％ ２５．７２ｋ㎡ １６自治会

※平成2６年１２月末現在（住民基本台帳から）

波多地区の人口と高齢化率の推移



※旧波多小学校

地域の活動拠点；波多交流センター



多世代住民×多様な団体
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公民館等を「交流センター」へ
公設民営（指定管理）
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目的型組織

地縁型組織

自治会

ＰＴＡ

属性型組織

女性グループ

高齢者の会

消防団

営農組織

文化サークル

概ね小学校区域で
広域的な地縁組織に編成

地域自主組織

“１世帯１票制”
ではなく

“１人１票制”

＝波多コミュニティ協議会

地域自主組織＝地域の“総力”の結集



・昭和57年に設立。（波多自治会を改編）

・地域要望の取りまとめと要請活動、環境保護活動、

公共施設管理、祭り 等を展開

・１５自治会長、各種団体代表などから構成。

・法人格…認可地縁団体

・総会…年６回

・役員会…年６回程度

・幹事会・・年６回程度

組織の 波多コミュニティ協議会の概要



※２５年度改正

波多コミュニティ協議会の組織図



○「波多いろどりプロジェクト」を結成（平成20年度～平成22年度）

中山間地域コミュニティ再生重点プロジェクト事業 （島根県）

・地域を回って、ヒヤリング（全住民を対象）を３回実施。

地域マネージャーを配置して波多地区の課題を

抽出し解決に向かう

波多コミュニティ協議会 活動の軌跡



彩りプロジェクトの地域づくりビジョンを作成

5つの分野で活動をする
・みんなで ・前向きに ・無理をせず ・楽しんで

みんなが思いやりを持ってたすけあい、安心して暮らし
ていける。そんな地域をめざそう。

重点課題

防災
買い物
交通
産業
交流

：防災体制の整備
：買い物の不便の軽減
：地区内交通手段の確保
：小さな仕事場づくり
：自然を生かして交流を促進

地域マップ・生活アンケートなどで地域の実情、困りごとを
出してもらう。

地域づくりビジョン



情報伝達係（自治会長）・避難誘導係（福祉委員）

連絡調整

住民は、災害時の異変に気づいたら、自治会長（または福祉委員）もしくは波多コミュ

ニティ協議会会長まで連絡してください。

不明な点は波多コミュニティ協議会(波多交流センター)まで問い合わせください。
地 域 住 民

本部長： 波 多 コミ ュ ニテ ィ 協 議 会 会 長

副本部長：波多コミュニティ協議会

副会長（４名）

波多交流センター

消防団

波多分団

消防分団長

交流センター長

センター主事

福祉推進員

集落支援員

施設管理員

本 部 ： 波 多 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 事 務 局 長

民生・児童委員

（２名）

雲南市

掛合総合センター）

連絡調整

（２５年度改正）

波多コミュニティ自主防災会 災害対策本部防災



・「くらしの安心カード」の作成。
・「災害時連絡網」の整備。
・防災メール
・波多独自の要援護者ファイル

（各自治会・本部）
・自治会一時避難所プレート
・避難経路、避難場所、連絡先

パネルの設置
・安否確認カード

田　上

交流センター長
山中　満寿夫

コミュニティ協議会　会長
家島　清

( ００－００５６

事 務 局 長
田原　善明

福 祉 委 員 長

(000-0000-0000

雲南市掛合総合センター

( ６２－０３００

民　生　委　員
瀬尾　武久 ( 00-0000

民　生　委　員
宍戸　延夫　( 00-0000

波多交流センター
( ６４－０２１０

田部　光夫

藤原　広 桐原　豊治
藤原　良信

藤原　久敏

神田　俊彦

勝部　民夫 山根　智文 藤原　正徳

藤原　好 和田　早苗 板垣　弘永

副　会　長
本間　良一

副　会　長
藤原　好

上　刀　根 下　刀　根 朝　原

宮　内 福　田
本間　良一 桐原　信夫

郷成
後藤　和広 木村　幸正

家島　昭人 難波　友義 飯塚　潤

小　原 柄　栗
後山　岳美 木村　守登

上　町
森山　雅裕

中　町 栄　町
今岡　辰良 赤澤　亨悟

小滝　光 矢田　和良

元　上　町 新　町
石橋　泰 北尾　達夫

丹後　茂夫

雲南市掛合町波多地区

波 多 地 区 住 民

副　会　長
山中　洋美

古家　万範 西村　誠司

　≪災害時の連絡手順≫
　
１．住民は災害の異変に気づいた場合、自治会連絡員へ通報
２．自治会連絡員は、速やかに担当副会長もしくはコミュニ
ティ協議会会長に通報
３．コミュニティ協議会会長は、災害情報をふまえ、波多交
流センター内に副会長、事務局長、福祉部長、交流センター
長を召集
４．副会長は、各自治会連絡員に対し、災害情報の提供、避
難状況の確認等を行う。
５．自治会連絡員は、担当副会長の要請に応じ、自治会内の
住民の安否確認、避難状況等の情報を収集。
６．事務局長、福祉委員長、交流センター長は、雲南市ほか
関係機関と逐次災害状況の確認をし合う

連
絡
調
整

連絡調 連絡調連絡調

ふりがな

世帯主氏名

生年月日

自宅住所 ☎

かかりつけの
医療機関

ふりがな

氏名

生年月日

かかりつけの
医療機関

ふりがな

氏名

生年月日

かかりつけの
医療機関

☎

ふりがな

氏名

生年月日

かかりつけの
医療機関

☎

その他連絡事項

緊急連絡先② 氏名
勤務先：病院
☎

緊急連絡先① 氏名
勤務先：病院
☎

アレルギー・持病など医師と相談して記入してください。

明治･大正･昭和･平成　　　年　　月　　日 血液型：　　　　　型

アレルギー・持病など医師と相談して記入してください。

明治･大正･昭和･平成　　　年　　月　　日 血液型：　　　　　型

アレルギー・持病など医師と相談して記入してください。

アレルギー・持病など医師と相談して記入してください。

～くらしの安心カード～

血液型：　　　　型

自治会名

血液型：　　　　　型

防災体制の整備防災マップの作成
防災

boi

防災訓練23年度から
毎年6月に行います。

この事業をきっかけに

何かの時は「波多交流
センターへ」が
住民の気持ちの中で
高まるようになった。



●： スーパー・工具店
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波多地区周辺のスーパー等買い物



はたマーケットオープンまでは、
交流センター内に雑貨を置いていました。

買物小規模販売所「こんまいふるえさん」の設置



商店が
なくなる

ヨリ場寄り場がなくなった！

買い物ができんがね！
楽しみがなくなったわあ

車を持たない方、高齢者の中に
不安の声が広まる。

こ

交流センターの中に
お店があれば

一番いいのに！



多くの皆さんのご支援によりオープンすることができました。

平成26年10月８日「はたマーケット」オープン！



地域の皆さんの要望に応えながら、細く長
く継続できるお店でありたいと考えていま
す。

喫茶コーナーも設置して、買い物に来た皆
さんがくつろげるスペースも設けています。

地元の野菜や作品なども置く予定にしてい
ます。

マーケットで出会った人同士で、世間話に花が咲きます。「元気だったかね、家で何しちょるかね」

「はたマーケット」の様子



はた

はたマーケットオープンにより買い物に来られた方

の送迎を「たすけ愛号」で行っています。

買い物をしていただいた方は無料となっています。

買いに来られない方は、注文取って配達をします。

運転は、交流センター職員でおこなっています。

車を持たない高齢者の方、一人暮らしの方より、
手軽に頼める交通機関があれば嬉しいとの要望
より「たすけ愛号」の運行が始まりました。

「たすけ愛号」の利用ニーズと実績

利用用途：診療所、マーケット、温泉、バス停、知り合い宅へなど

0 50 100 200 300 400 500

事前アンケート
で「利用したい」
と回答した人数

のべ利用者数
（２５年度）

地域内交通「たすけ愛号」

119

450

リピーター多い！
潜在ニーズ多い！

交通



波多交流センター職員

雲南市からの交付金で波多コミュニティ協議会が雇用しています。

交流センター事務室では
普段の仕事をします。

職員

職員4人が役割り分担をして、普段の業務と
はたマーケットをやりくりしています。
会長も運営手続き、送迎などで大忙しです。

やっと慣れてきた運営ですが、まだまだこ
れからです。地域の皆さんと一緒に盛り上げ
ていきたいと思っています。

はたマーケット販売業務



喫茶デー

高齢者交流会での交通安全教室 自治会ごとのサロン：七夕会

喫茶デー
毎週水曜日、御近所誘い合って交流センター
へお茶を飲んでたのしまれます。
月に一度は、ＤＶＤ映画鑑賞、健康体操など
をします。
ひきこもり防止、安否確認等の場として有効
です。
帰りにマーケットでお買い物をして帰られる方
も多いです。

波多コミュニティ協議会 福祉活動その他の
活動



波多温泉満壽の湯 運営 ＥＭ石けんつくり（女性部）

さえずりの森 運営 交流事業（自然体験合宿）

波多コミュニティ協議会 その他の活動



波多神社 とんどまつり

波多温泉祭り
はやしこ

神楽

アカショウビン



・たすけあいのしくみつくり
★１０年前に活動していた「たすけ愛部会」・・・自治会での葬儀の人材派遣

復活して、みんなで地域で困りごとの手助けをしよう。

・地域の情報を波多出身者へ届けよう。（年末に３７０通発送）

★「はただより」等を発信して、ふるさとの様子を知らせる。
防災訓練の様子、イベント開催のお知らせ、・・など
平成２６年１０月現在、２６名の方へ発信しています。

・地域のふれあいの場つくり
★ふれあいいきいきサロンでの交流会

・喫茶デーの活用・・・月1回はスペシャル喫茶デー
映画鑑賞。健康体操。料理教室などで楽しむ。

・観光事業
★「さえずりの森」の運営

ドッグラン、ワンちゃんと泊まれる施設が人気
外部来場者と共に地区内の皆さんにも親しんでもらえるイベントの計画

・交流事業
★夏休みの自然体験・・2回開催、毎回好評で年々参加者が増える。

地域に子どもの声が久々に響き渡り、地域の皆さんも元気をもらいます。
こどもの「生きる力」を養う。

はたマーケットへの寄附を
募りました。

送料は「ふるさと基金」とし
て寄附を含めて送ってい
ただいています。

現在進めている活動



ご清聴、ありがとうございました。

波多コミュニティ協議会


